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       内 装 の 意 匠   

2020/06/01 

斎藤国際特許事務所 

 

Ⅰ．意匠法の改正概要   

意匠登録の対象となる「意匠」は、「物品（物品の部分を含む。以下同じ。）

の形状、模様若しくは色彩又はこれらの結合であって、視覚を通じて美感を起

こさせるもの」であり、技術的思想の創作である「発明」や「考案」を保護す

る特許や実用新案登録とは異なります。 

意匠登録はこれまで、形状を少し変えれば侵害にならないと誤解され、あま

り利用されていませんでしたが、令和元年５月の意匠法改正（令和２年４月施

行）において意匠登録の保護対象が拡げられ、また、意匠権の強化が図られま

した。その改正において新たに、内装の意匠が意匠登録の保護対象に加えられ

ました。 

 

Ⅱ．内装の意匠 

１．背景 

店舗等の内装には、通常、複数の物品（例えば、テーブル、椅子、什器

等）が含まれるため、意匠制度の「一意匠一出願」（7 条）の原則になじ

まず、これまで「内装デザイン」としては意匠登録を受けることができま

せんでした。 これを可能にするために、8 条の 2 が新設され、内装デザイ

ンについては、一定要件の下で、「一意匠一出願」の例外的な取り扱いが

認められることになりました。  

 

２．登録要件  

内装意匠の登録要件をより明確にするため、審査基準において、以下の

ような判断基準が示されています。 

ⅰ）店舗、事務所その他の施設の内部であること  
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「内装」という言葉からは、不動産の内装をイメージしがちですが、

実際の保護範囲はさらに広く、キャンピングカーや客船、鉄道車両、旅

客機、そして、乗用自動車等の動産の内装も登録対象となり得ます。 

 

＜内装の意匠を構成するものとして認められるものの例＞  

☆机、椅子、ベッドなどの家具類、陳列棚などの什器類（意匠法の物

品と認められる販売商品等が含まれていても可） 

☆照明器具等  

    照明器具が点灯するなどして内装自体に模様又は色彩が表れる場合

は、当該色彩や模様についても意匠の構成要素として扱われます。 

☆内装の意匠を構成する建築物に備えられたモニターに表示される画

像や、同様に備え付けられたプロジェクターから当該建物の壁面に

投影される画像など  

 

＜内装の意匠を構成するものとして認められないものの例＞ 

・意匠法上の意匠に該当しないもの 

★人間、犬、猫、鑑賞魚などの動物  

★植物（ただし、造花は意匠法上の物品の意匠に該当する） 

★蒸気、煙、砂塵、火炎、水（ただし保形性のある容器に入ったも  

のは除く）などの不定形のもの 

★視覚以外で内装空間を演出する香りや音など 

★自然の地形そのもの 

・通常の使用状態において内部が肉眼で視認できないもの 

     ★ガスタンクの内部、天井裏、壁裏、床下空間、パイプスペースな     

     ど 

 

ⅱ）複数の意匠法上の物品、建築物又は画像により構成されるものであ 

ること  

出願対象の中に、必ず、複数の物品等が含まれていることが必要とな

ります。例えば、室内にテーブルや椅子等が配置されたものがこれに該

当します。 
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ⅲ）内装全体として統一的な美感を起こさせるものであること  

「構成物に共通の形態処理が加えられているもの」や、「概念的な共

通性（松竹梅を模している等）があるもの」などが要件を満たすとされ

ています。 
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（以上審査基準より） 

３．出願様式 

（１）「意匠に係る物品」の欄の記載方法 

 １）内装の意匠であることが明確となるように、「○○の内装」又は「○○

用内装」と記載します。 

 ２）内装の具体的な用途が明確となるような名称とします。なお、施設内

には様々な内装があることを考慮し、図面に表された内装空間そのもの

の用途が分かるように記載します。 

 ３）オフィス空間に併設しているカフェなど、一の空間内において複合的

な用途を持つ内装については、「意匠に係る物品」の欄に、主たる内装の用

途、又は各用途に主従関係がない場合は当該施設自体の用途を記載し、当該内

装の各具体的な用途については、「意匠に係る物品の説明」の欄において

説明します。   

例）【意匠に係る物品】オフィスの執務室の内装 

【意匠に係る物品の説明】この内装は、オフィス空間内にカフ

ェを併設したもので、従業員の休憩や商談等に使用される。 

 

（２）「意匠に係る物品」の欄の記載例 

１）商業・オフィス空間 

レストランの内装、カフェの内装、オフィスの執務室の内装、食料品店

の内装、ドラッグストアの内装、ホームセンターの内装、衣料品店の内
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装、靴屋の内装、宝飾品店の内装、楽器店の内装、書店の内装、自動車シ

ョールームの内装、理美容室の内装、クリーニング店の内装、旅行代理店

の内装、不動産屋の内装、金融機関の内装、映画館の客席の内装、ゲーム

センターの内装、ボーリング場の内装、スポーツジムのトレーニングル

ームの内装、ホテル客室の内装、旅館の浴場の内装・・・ 

２）住空間 

住宅用リヒングの内装、住宅用キッチンの内装、住宅用寝室の内装、

住宅用バスルームの内装、住宅用トイレの内装・・・ 

３）教育・医療空間 

学校用教室の内装、学習塾用自習室の内装、診療室の内装、手術室の

内装、病室の内装・・・ 

４）交通関係空間 

空港ターミナルロビーの内装、航空機の客室の内装、地下鉄用プラッ

トホームの内装、観光列車用内装、バスターミナルロビーの内装、客船

用客室の内装・・・ 

 

（３）図面表現例 

  ≪ 内装の意匠について意匠登録を受ける場合の図面表現 ≫ 

１）施設の内部であることを表わすための壁、床又は天井の一面以上を描

く必要があります。 

２）特徴記載書を提出し、意匠の特徴を表すことが推奨されます。 

≪ 図面表現例 ≫ 
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４．内装の意匠の類否判断 

（１）用途及び機能が類似する例 

 形状等が同一又は類似であれば、両意匠は類似すると判断されます。 

 例）トランの内装、オフィスの内装、ホテル客室の内装、リビングの 

   内装、空港ターミナルロビーの内装 
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（以上審査基準より） 

 

（２）内装の意匠の創作におけるありふれた手法及び軽微な改変 

１）ありふれた手法の例 

ａ）置き換え：意匠の構成要素の一部を他の意匠に置き換えることです。 

ｂ）寄せ集め：複数の既存の意匠等を組み合わせて、一の意匠を構成するこ

とです。 

ｃ）一部の構成の単なる削除：意匠の創作の一単位として認められる部分を、

単純に削除することです。  

ｄ）配置の変更：意匠の構成要素の配置を、単に変更することです。 

ｅ）構成比率の変更：意匠の特徴を保ったまま、大きさを拡大・縮小した

り、縦横比などの比率を変更することです。 

ｆ）連続する単位の数の増減：繰り返し表される意匠の創作の一単位を、増

減させることです。 

ｇ）物品等の枠を超えた構成の利用・転用：既存の様々なものをモチーフと

し、ほとんどそのままの形状等で種々の建築物に利用・転用することです。 

 

２）軽微な改変の例 

 ａ）角部及び縁部の単純な隅丸化又は面取  

ｂ）模様等の単純な削除  

ｃ）色彩の単純な変更、区画ごとの単純な彩色  

ｄ）素材の単純な変更によって生じる形状等の変更  
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（審査基準より） 


